
 医 師不 足― 。この 解 決策 は 全 国の自 治 体の 喫緊 の課題 と なっ てお ります 。

も ち ろん 秋田 県も例 外 では あり ません 。 地域 の中 核病院 の 常勤 医の 退職に

伴 う 診療 科目 や入院 病 床、 救急 部門、 休 日・ 夜間 診療の 休 廃止 など がメデ

ィ ア で報 じら れるた び 、自 らの 健康や 生 命を その 医療施 設 に託 して きた地

元 住 民 の 不 安 は い や が 上 に も か き 立 て ら れ て い ま す 。「 地 域 医 療 」 の 崩 壊

は 、 即、「 地域 の崩壊 」 につ なが るから で もあ りま す。  

 秋 田県 の二 次医療 圏 別の 人口 1 0 万 人 当た りの 医療施 設 従事 医師 数を見

る と 、秋 田市 と秋田 市 周辺 は全 国平均 を 大き く上 回って お りま すが 、他の

７ 医 療圏 は全 国平均 に はる かに 届かず 、 特に 北秋 田や湯 沢 ・雄 勝は 全国平

均 の 半分 、も しくは そ れに 近い 医師数 と なっ てお ります 。 これ は既 に指摘

さ れ てい るよ うに「 医 師の 不足 」以上 に 「医 師の 偏在」 を 浮き 彫り にして

お り ます 。  

 一 方、 秋田 県内の 全 7 5 病院 の現状 認 識を まと めた県 の 「医 師の 充足状

況 調 査」（ 2 0 1 1 年 1 0 月現 在） によ ると 、 医師 数は 3 7 2 人 が 不足 とい う

厳 し い 実 態 が 示 さ れ て お り ま す 。 医 師 の 「 不 足 」 と 「 偏 在 」。 こ れ が 病 院

の 勤 務医 の激 務や、 専 門医 など へのキ ャ リア アッ プの難 し さな どに つなが

り 、 退職 する という 悪 循環 に陥 ってい る ので はな いでし ょ うか 。  

 そ うし た中 、秋田 県 は 2 0 0 6 年度に ス ター トし た「医 師 確保 総合 対策事

業 」 で、 県内 の公的 医 療施 設で の一定 期 間の 勤務 を前提 に 修学 ・研 修のた

め の 資金 を貸 与。ま た 、一 時は 廃院の 危 機に さら された 湖 東総 合病 院の改

築 や 、 複 数 の 診 療 科 に 対 応 で き る 「 総 合 医 」 の 養 成 、「 ド ク タ ー ヘ リ 」 の

導 入 、秋 田大 学医学 部 付属 病院 への「 シ ミュ レー ション 教 育セ ンタ ー」の

設 置 など 、医 師不足 の 解消 や医 師のキ ャ リア アッ プのた め さま ざま な施策

を 行 っ て お り ま す こ と は 十 分 に 承 知 し て お り ま す 。「 医 師 不 足 の 解 消 策 に

特 効 薬は 無い 」とは よ く言 われ ますが 、 １人 でも 多くの 医 師を 確保 したい

と い う秋 田県 の努力 は 多と して おりま す 。  

 秋 田経 済同 友会と し ても 昨年 来、地 域 開発 委員 会に県 や 県教 育庁 の担当

者 を 招請 し勉 強会を 開 催し てき たほか 、 講演 会な どを通 じ て模 索、 その結

果 を 以下 の「 医師不 足 解消 へ向 けた提 言 」と して まとめ ま した 。提 言の中

に は 既に 実施 してい る 施策 もあ るかも し れま せん が、医 師 不足 を憂 慮する

意 を お汲 み取 りいた だ き、 今後 の施策 に 反映 いた だけれ ば 幸甚 に存 じます 。  

  



        医師不足解消に向けた提言  

 

 １ ） 秋 田 大 学 医 学 部 入 学 試 験 （ 推薦 Ⅱ ） の 「 地 域 枠」 の 拡 大  

    2 0 1 5 年５ 月 に県 がま とめた 「 医師 数・ 患者数 等 医療 需要 調査報

告 書 」で は、 秋大医 学 部の 定員 増に伴 う 義務 年限 者数の 増 加を 見

込 ん だ 推 計 で 、 2 0 2 2 （ 平 成 3 4 ） 年 に は 供 給 医 師 数 は 必 要 医 師

数 を ほぼ 充足 すると し てい る。 しかし 、 義務 年限 の終了 後 、本 県

に 残 らな い医 師が多 く 出る なら ば必要 医 師数 は確 保され な い。 こ

の た め、 秋大 医学部 の 「地 域枠」（ 2 0 名、 全国 枠を 含 む） を 拡大

し 、 義務 年限 修了後 も 県内 に定 着する 強 い意 思を 持つ医 学 生を 増

や す 。県 とし ても拡 大 を医 学部 へ要請 す るな ど働 き掛け を 強め る。  

 

２ ） 医 学 生 や 大 学院 生 、 研 修 医 へ の修 学 ・ 研 修 資 金 の増 額  

    秋田 県は秋 大 医学 部の 「地域 枠 」で 入学 した医 学 生に 修学 資金と

し て 月額 1 5 万円（ 自 宅通 学者 は 1 0 万 円） を貸 与して い るほ か、

大 学 院生 や研 修医に も 修学 ・研 修資金 を 貸与 する 制度を 設 けて い

る 。 それ によ って卒 業 後、 県内 の公的 医 療機 関に 一定期 間 、勤 務

が 義 務付 けら れてい る が、 勉学 のため に アル バイ トもで き ない 医

学 生 や激 務の 研修医 へ の貸 与金 額が適 正 かど うか 実態を 把 握し 、

必 要 に応 じて 増額も 検 討す る。 また、 専 門書 等の 購入費 は 別建 て

と す るこ とも 検討す る 。増 額に よって 、 修学 資金 など経 済 的心 配

を 少 しで も解 消でき る 環境 を提 供、医 学 部進 学を しやす く し、 医

師 を 目指 す高 校生に 勇 気を 与え る。  

 

３ ）「 地 域 枠 」 拡大や 貸 与 事 業 の 増 額へ 向 け た 「 医 師 育成 資 金 」 の 創 設 の  

提 案  

    「地 域枠」 の 拡大 や、 医学生 、 大学 院生 、研修 医 への 修学 ・研修

資 金 の増 額に 伴う増 額 対策 は、 毎年２ 億 円程 度の 「医師 育 成資 金」

を 創 設し 、増 額分に 対 応す る。 同資金 は 、県 と市 町村が 主 体と な

っ て 創設 し、 法人、 個 人を 問わ ず民間 の 協力 も仰 ぐ。同 資 金の 創

設 の 目標 は当面 1 0 年 間 とし 、成 果を見 て 拡大 等も 検討す る 。  

 

４ ） 高 校 生 を 対 象と し た 「 医 学 部 進学 コ ー ス 」 の 設 置  

    県教 育庁は 「 メデ ィカ ルキャ ン プ」 など 医師育 成 事業 を行 ってい

る が 、期 間の 短い合 宿 であ り、 どの程 度 の効 果が あるか は 疑問 。



こ の ため 「医 学部進 学 コー ス」 を設置 し 、県 内か ら医師 を 目指 す

高 校 生を 集め 、中央 か ら講 師を 招請し て 春、 夏、 冬の各 休 暇に 長

期 間 の勉 強合 宿を無 償 で実 施す る。ま た 、各 種の 医師育 成 事業 を

通 し て県 内の 医師不 足 の実 態や 地域医 療 の重 要性 を生徒 に 認識 し

て も らい 、将 来的に 県 内で の医 療活動 を 志す よう 啓蒙す る 。  

    な お 、「 医 学 部 進 学 コ ー ス 」 に か か る 費 用 （ 宿 泊 、 食 事 等 を 含 む ）

は 、 全て 「医 師育成 資 金」 で賄 う。  

 

５ ） 女 性 医 師 の 医療 現 場 復 帰 へ 向 けた 環 境 づ く り  

    秋大 医学部 へ の女 子の 入学が 増 加傾 向に あるな ど 女性 医師 が増え

て い るが 、出 産 や育 児 、家 事の ため医 業 から 離れ た後、 復 帰し よ

う と して も保 育（特 に 病児 、病 後児保 育 ）な どの ため復 帰 がか な

わ な い女 性医 師もい る 。復 職の ため医 療 と育 児の 両立が 可 能な 勤

務 形 態へ のサ ポート な ど環 境づ くりを 進 め、 医師 不足解 消 の一 助

と す ると とも に、女 性 医師 の割 合の多 い 小児 科や 産婦人 科 医師 の

診 療 科偏 在の 是正に も つな げる 。  

 


